
代 表 者 ：

事業内容 ：

所 在 地 ：

従業員数 ： 173 名（男性 120 名、女性 53 名）

イクボス宣言をしている場合、宣言者とその年月日：　　下津　昭則

 【会社の取り組み（過去１年間の取組をご記入下さい。）】

　　①従業員の子育てをはじめとするワーク・ライフバランスに配慮した取組について

　　②業務効率を上げるための取組について

　　③取組のアピールポイントについて

 【これまでの実績】

 【社員の声】

 【今後の取り組み・目標】

・残業の軽減を目的に、部署間での業務配分の見直しを検討する。
・半日休暇制度を採用し、効率的に業務を進められるようにした。（9月から）
・来年度より休日数を増やしワーク・ライフバランスの充実を目指す。（年間14日間）

 【企業・団体名】 鹿児島国際観光株式会社

下津　昭則

宿泊業

鹿児島市与次郎一丁目8番10号

・有休休暇を利用した５日連続休暇を年１回取得するよう制度化した。
・有効な時間の活用を目的とし、部署間で連携し人員の交流を計る。
・イクメン（子育て社員）を応援し、休暇や時間が取りやすい職場環境を目指す。

設営や事前準備の効率化を図るため、物件レイアウトやプラン等の共有を図ることで、相互に業務を助
け合い、時間外労働の削減を図った。

・従業員を対象に、ワーク・ライフ・バランスを題材としたセミナーを実施。
・掲示板にワーク・ライフ・バランスを題材としたポスターを掲示した。

・連続休暇制度は初めて８年目になったが、制度も浸透し対象者の7割強が取得した。
　本年度は９割を目標に各部署の所属長に働きかけている。
　その他の有休休暇取得も増加傾向となっている。

部署ごとに計画を立て交替で休暇を取ることで、業務の効率化や休暇中スタッフの業務のカバーなど
チームワークが良くなり、雰囲気がよくなった。旅行に行く者が多く楽しみが出来たとの声が多い。


